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相模湾産マナマコ属の分類学的再検討

倉持卓司 1)・長沼 毅2)

1)干240-0104神奈川県横須賀市芦;G，2-6-3-504

"広島大学生物園研究利。干739-8528広島県東広島市鏡山 1-4-4

要旨 相模湾より得られたマナマコ属 genusApostichoplls (Liao， 1980)を再検討した結栄

これまでマナマコ Apostichopllsjapoi1iclls (Selenka， 1867)とされていた種類には!真のマナマコ

Apostichoplls白川αta(Selenka， 1867) とアカナマコ Apostichopllsjapoi1iclls (Selenka， 1867) の2種

類が含まれている結果が得られた。この結果は. Kanno et al. (2003)によ り報告された遺伝的に

異なる日本産 Apostichoplls属の2つの集|守I(アカとアオ・クロ)と一致する。

キーワード Apostichoplls arll1ata， ApostichoplIsjapoi1icas， Holothurians 守 tl~卒業湾

諸白

水産有用種として9'l1られるマナマコには 赤~赤褐色の休色をもっアカコ (アカナマコ・卜ラコ ) 背緑

色の体色をもっアオコ(アオナマコ) 黒色の体色をもっクロコ(クロナマコ)と呼ばれる休色が異なる3!1iリ

が存在することがi1，くから知られている (Mitsukuri，1902などん これらの体色の相違について Mitsukuri 

(1897; 1902)が同一種が止息場所の相違によって生じた体色の変異であり。異なる色彩は保護色の役告l陪

*たしているとして報告して以後。この考えを Eit裂する ìl~で体色の興なる 3型 1 ;1:. Selenka (1867)により記

載された Ap口stichopllsjピlpOi1icllS(Selenka， 1867)の色彩変異とみなす考えが守 Clark(1922).今i河 (1999)

などにより採用され 日本周辺海域に生息するマナマコ腐はl検類とされていた。 しかし近年. Kanno el 

o/. (2003)による集団遺伝学的な4尖討結果から マナマコとされている種類には，アカとアオ・クロの休

色で区百Ijされる遺伝的に異なる2つの集団から形成されていることが報告された。そこで 本報告では 中日

!tl湾沿岸域より得られた試料をもとに，マナマコj高の外部形態および骨片の形態による分類ザー的な再検討を

行った結占Ii:を報告するo

試料および検討方法

試料 l立 1 相模湾三浦ニ「島沿岸域より得られたマナマコ}~を用いた。採集した試料は。 f吉野-木島 (2002 )

に従い。版市の色彩に基づきアカ，アオ。クロの3型に区分し各体色ごとに体長の異なる8-101国体の外部

形態の比較を行った。また. Mitsukuri (1897) によりマナマコは成長に伴い，体表のt.~:，状骨片の ]1三状が変

化することが報告されていることから。体色の異なる3!1i'Jの試料からほぼ同長の体長6.5-7.0cm (アルコール

|剖定時)の個体を選択し それぞれの触手.背面後端j戎管)iの肉片から検出した骨片を光学顕微鏡および

実体顕微鏡下で検眼し 体色ごとに'自 Hの形態を比較した。

結果

相模湾沿岸域より採集されたマナマコ属の試が|より，外部形態および骨片による再検到の結果 赤~赤褐
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色の体色 (アカ)をもっf肉体と 青緑色の体色 (アオ) および黒色の体色 (クロ)をもっ個体には，外部

形態および!骨片の形態に差異が認められ以下の2種類に分類されたc

Genus Apostichoplls Liao， 1980 マナマコ属

Aposticl/Opus armafa Selenka， 1867 マナマコ (Fig.1. 2a-2b) 

Holothllria armat日 Se1enka，1867・330.p1. 18. Fig. 66 

Stichoplls armatlls Augustin， 1908・10-11.Fig. 4 

StichoJフlIS(Holothllriuリ日rmataTheel， 1886: 196 

S釘卸f白ic1叫

St白ich口'plμIS白n川JηwtaS巴mper，1867 

Apostichoplls japonicllsi Liao， 1980: 116. Fig. 1. 

記載

外部形態 休壁は厚く，体色は2型がみとめられ 背面は褐色地に緑色の斑模様で，腹聞が緑色.もしく

は背面・腹国が共に長1.'，色のみの体色をもっ (Fig.1.2a-2b)。腹聞には 不明瞭な3ff，i'帯をなす管足が密に分

布する 。 背箇および側面に管足はなく?体表」二 lこ列をなす円~!t形沈jlは鋭く長い。 円錐形沈足の先端部は白

色。緑色の個体では版面の管){の周辺は黒色にふちどられるo 触手は。すべて同長で20本。

骨片の形状 体壁の椴状骨片のj底部の外形は不定形で，角昔日は突出し角張る o 縁部の ~Jffiは狭く 干しは ほ

ほ円形を呈し 4-2本の柱からなる塔をも っ (Fig.2)。触手の骨片は，小さく鋭角な突起を一方向にもち!

基部は細い弓状の棒状骨片になる (Fig.3)。

Fig. 1. Comparison of externa1 morpho1ogies and body colors of Apostichoplls 
日nnataand A.japoniclls. 
1a-1b. Aposμ山fμic1

(Se1enka丸， 1867) B1ack type， 2b. Apost行I花id

type 



判m湾溢マナマコ~の持分知

A. armata イ.]apomcus
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Fig. 2. Comparison of oar-like spicllles in body walls of ApostichoplIs 

amwtαand A. japoniclIs 
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Fig. 3. Comparison of rod-like spicllles in tentacles of Apostichoplls amwta 

andA.jα'ponlClIS 

51 



52 告:抗'~.土司 一長I白 毅

AposticlwpllS japol1iclIs Selenka， 1867 アカナマコ (ヰrl名新称) (Fig.lla-Ib) 

StichoJ川 Sji早川1iclIsSelenka， 1867: 318. pl. 18. Figs. 33-36; Semper， 1868: 74; Marenzeller， 1881: 136-137. Taf 

V Fig. 11; Thcel， 1886: 160. 194. pl. 7. Fig.3; AlIgllstin， 1908: 6-7. Fig. 4.; Mitsllkuri， 1912: 163. pl. 4. Figs. 32 

44; Oshima， 1915: 247-248 

StichopusjaponicusναJ: tl'piclIS Th巴el，1886: (jn pmi) 161. Pl. 8 Figs. 2.a， b 

Stichopus roseus Augllstin， 1908: 13-14. Fig. 10 

記載

外部形態 体監はlヂく 背面の体色は赤色~赤褐色の苅模桜となる (Fig.lla四 lb)D JJ~面は。一枚に赤色

不明瞭な3~:iiÉ~古をなす官足が衝に分布する。背開および側Ti百に管 j♀はなく!体表に列をなす円錐71三tt足は鋭

く長い。 円針íJf~沈足の端部は Apostichoplls ω 111αta (Selenka， 1867) に比ベメしみを市びる 101体が多い。円j;ll

形沈)iの先端古15は|土l色。腹而の管j足の周辺は白色になる。触手は!すべて同長で20本。

骨Jtの形状 体監の櫓状'l~'piの底部は?ほぽ円71;。縁部が幅広(孔は.不定)1;のi-lJのない形状を量し!

4-2本の柱からなる塔をもっ (Fig.2)。触手の骨片は!先端部の鈍角な突起が前方|白jに散在し。 rl.1心部が最

も :たくなる椛俸状骨J3，となる 。 ブζい型!と制B い1f~.の 2'w.がある (Fig3) 。

考察

本報告の結果 相模湾から採集されたマナマコ属には，作片および外部形態の色彩および:'71;状により 2検

知に分類された。Kannoet aJ (2006) は マナマコとされていた体色の興なる 3~~! に対してマイクロサテラ

イトマーカーを附いた集1'1:1遺伝学的な角平析を行いマナマコとされるナマコには。アカナマコとクロナマコー

アオサマコからなる2つの1異なる集|立lが存在し。これら2集 IJ:I は。 r~1 然界で‘の交析が認められない遺伝的に

6~l立した集 l，tJで、あることを報告している o Kanno et al. (2006)の結*は 体色の異なるマナマコの3'lWI立

政01'JII主!りJ.生息域が~.なか体色の変与~.は稚ナマコの同期jから決定付けられ。環境条fl 変えて長期 IHJ飼育し

でも体色は変化しないこと(従・大島 1961:住。 1963)。体色の異なる31t'の生態的な特性の比較から

雨水jillゃ低J~lî.分j段J~に対してアカと クロ・アオの{同体は呉なる耐性をもっ生態的な結果とも一致する(山

元ら 2003: 2005)。これらの結果は，相模湾産の試料の外音15形態および廿j守の)1;状により分類されるマナ

マコ Aposticlzoplls山川日taCSelenka， 1867)は可菅野 〉十ミリ記 (2002) の被告したクロ・アオとされた集|ヲ|に、

アカナマコ Apostichopusjaponiclls (Sclenka， 1867) I;J:.菅野 木島 (2002) の報告したアカとされた集団

に対応する種類と抗測される o 今後は 日本列島の他地域においても。相模湾同様の形態的な差興が認めら

れるか分類学的な再検討を行うことが必裂と忠、われる。
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Re-classification of the Apostichopus holothurians from 

Sagami Bay， central Japan 

Takashi KUR八MOCI-H¥)and Takeshi NAGANUMA2
) 

1) 2-6“3-504 Ashilla， Yokosuka， Kallagawa， 240-0104. Japall 

2) Graduate Sclzool olBiosphere Sciellce， Hiroshimu Ul1iversity， 

1-4-4 K日gamiyumu，Higashi-hiroshima， 739-8528， Japall 

Summary 

We r巴viewedclassifications of th巴 seacucumbers (holothurians) belonging to the genus ApoSfichopus 

Liao， 1980， collected from the Sagami Bay， ccntral Japan_ Detailed examinations hav巴 ledto a conclusion 

that some ofthe specimens that had once been identified as Apostichopusjuponicus (Selenka， 1867) should 

be re-classified as APOSfichoplIs armata (Selenka， 1867). This conclusion agrees with th巴 reportthat the 

Japanese Apostichopus holothurians are divided into two major groups (Kanno et aL， 2003) 

Key words: Holothurians， Sagami Bay， Apostichopusjapol1icus， Apostichoplls armato 
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